
が
多
い
。

オ
セ
ア
ニ
ア
に
は
、
小
規
模
な
島
嶼
国
家
だ
け
で
な
く
、
未
だ
独
立
し
て
い
な
い
島
々
か
ら
な
る
地
域
が
い
く
つ
も
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、

人
口
が
少
な
く
、
領
土
が
点
在
す
る
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
、
刑
事
司
法
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
は
輿
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
人
口
規

模
が
小
さ
く
、
刑
事
司
法
運
営
に
費
用
や
手
間
を
か
け
難
い
こ
れ
ら
の
地
域
の
刑
事
司
法
制
度
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、
①
比
較
法
的
関
心
を
満
た
し
、

②
刑
事
制
裁
な
ど
我
が
国
に
新
た
な
制
度
を
導
入
す
る
可
能
性
を
も
た
ら
し
、
③
将
来
、
我
が
国
の
地
方
公
共
団
体
が
犯
罪
者
の
処
罰
や
処
遇
を
行
な

一

、

は

じ

め

に

一
、
は
じ
め
に

二

、

概

要

三

、

法

状

況

四
刑
事
裁
判
制
度

五

、

刑

事

法

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

イ
ギ
リ
ス
領
ピ
ト
ケ
ア
ン
の
刑
事
司
法

フ
ラ
ン
ス
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
な
ど
に
属
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
法
制
度
を
有
し
て
い
る
こ
と

永

田
一七

憲
（
一
七
二
）

史



イ
ギ
リ
ス
領
ピ
ト
ケ
ア
ン
の
刑
事
司
法

(
3
)
 

ピ
ト
ケ
ア
ン
は
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(
1
)
 

う
際
に
役
立
つ
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
も
、

数
が
一
四
歳
未
満
の
児
童
と
性
的
関
係
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
そ
の
訴
追
や
処
罰
の
行
方
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
例
が

発
生
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
刑
事
司
法
制
度
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
地
域
の
刑
事
司
法
制
度
を
探
る
こ
と
に
は
、
独
立
し
て
い
る
小
規
模
な
島
嶼
国
家
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
苦
労
を
伴
う
。
刑
事

(
T
h
e
 U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 of t
h
e
 S
o
u
t
h
 Pacific) 
の
人
文
科
学
及
び
法
学
部

(
F
a
c
u
l
t
y
o
f
 A
r
t
s
 a
n
d
 L
a
w
)
 

法
分
野
に
限
ら
ず
、
他
の
法
分
野
も
含
め
て
、
我
が
国
に
お
け
る
先
行
研
究
は
皆
無
に
等
し
い
。
こ
う
し
た
中
、
入
手
で
き
た
文
献
と
、
南
太
平
洋
大
学

の
法
学
科

(
S
c
h
o
o
l
of L
a
w
)
 

設
で
あ
る
、
太
平
洋
島
嶼
法
情
報
研
究
所

(Pacific
I
s
l
a
n
d
s
 L
e
g
a
l
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 Institute ;
 Pa
c
L
I
I
)

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
し
て
い
る

(
2
)
 

(
P
a
c
L
I
I
 D
a
t
a
b
a
s
e
s
)
 
を
中
心
に
各
地
域
の
刑
事
司
法
制
度
を
ま
と
め
、
資
料
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら

の
地
域
に
お
い
て
も
、
地
埋
や
歴
史
が
法
制
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
ま
ず
簡
潔
に
触
れ
た
上
で
、
法
状
況
、

刑
事
裁
判
制
度
、
刑
事
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
今
回
は
、
イ
ギ
リ
ス
領
ピ
ト
ケ
ア
ン
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

(
O
e
n
o
 Island)
、

(
P
o
l
y
n
e
s
i
e
 Frarn;aise ;
 Fr
e
n
c
h
 P
o
l
y
n
e
s
i
a
)
 

ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
島

(
H
e
n
d
e
r
s
o
n
Island)
、

一
九
九
九
年
、

で
全
員
が
暮
ら
し
て
い
る
。
地
理
的
に
は
孤
立
し
て
い
る
も
の
の
、

フ
ラ
ン
ス
領
ポ
リ
ネ
シ
ア

ヽ

概

要

の
四
島
か
ら
な
る
太
平
洋
に
残
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
最

の
東
方
に
位
置
し
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
、

の
関
連
施

イ
ギ
リ
ス
領
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン

デ
ュ
シ
ー
島

(
D
u
c
i
e
Island) 

後
の
植
民
地
で
あ
る
。
面
積
は
総
計
四
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
人
口
は
約
五

0
人
で
あ
る
。
人
口
の
数
倍
以
上
の
。
ピ
ト
ケ
ア
ン
出
身
者
が
太
平
洋
諸

国
で
暮
ら
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
面
積
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
以
外
の
三
島
は
無
人
島
で
あ
り
、

ア
ダ
ム
ズ
タ
ウ
ン

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
援
助
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
支
援
が
あ
る
上
、
切
手
の
販

売
収
入
が
大
き
く
、
経
済
レ
ベ
ル
は
決
し
て
低
く
な
い
。
ま
た
、
野
菜
類
や
果
実
類
に
恵
ま
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
に
空
港
や
港
は
な

く
、
人
の
往
来
や
物
資
の
行
き
来
は
、
大
型
船
舶
か
ら
ボ
ー
ト
を
下
ろ
し
て
行
な
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

一
七
三

（
一
七
三
）

(
A
d
a
m
s
t
o
w
n
)
 

(Pitcairn) 

オ
エ
ノ
島

で
、
島
民
の
成
人
男
性
の
過
半



こ°t
 一

八
九
三
年
に
は
新
た
な
憲
法
が
作
ら
れ
、

第
五
七
巻

(
4
)
 

歴
史
を
紐
解
く
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
に
到
達
し
た
の
は
、

め
、
タ
ヒ
チ

(
T
a
h
i
t
i
)

出
身
の
奴
隷
と
と
も
に
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
に
赴
き
、
暮
ら
し
始
め
た
。
し
か
し
、
元
乗
組
員
や
奴
隷
の
間
で
殺
傷
が
続
き
、

人
を
除
い
て
全
て
の
男
性
が
死
亡
す
る
に
至
る
な
ど
、
入
植
者
の
苦
難
が
続
い
た
。
ア
ダ
ム
ス
タ
ウ
ン
の
名
は
、
最
後
ま
で
生
き
残
っ
た
男
性
の
ア
ダ
ム

罰
を
行
な
っ
た
。

一
八
三
八
年
、

ヒ
ル
が
排
除
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
提
督
に
よ
り
起
草
さ
れ
た
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ピ
ト
ケ
ア
ン

島
は
正
式
に
イ
ギ
リ
ス
領
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
治
安
判
事

(
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)

律
、
犬
の
統
制
に
関
す
る
法
律
、
猫
の
処
分
を
処
罰
す
る
法
律
、
迷
い
豚
に
よ
り
生
じ
た
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律
、
土
地
の
耕
作
に
関
す
る
法
律
、

森
林
の
伐
採
に
関
す
る
法
律
、
島
の
調
査
に
関
す
る
法
律
、

性
が
外
国
船
に
乗
り
込
む
こ
と
を
禁
止
す
る
法
律
の
一

0
個
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
女
性
に
治
安
判
事
の
選
挙
権
を
認
め
る
な
ど
、

当
時
と
し
て
は
極
め
て
先
進
的
な
規
定
も
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
義
務
教
育
も
導
入
さ
れ
た
。

一
八
五

0
年
に
は
、
人
口
が
一
五

0
人
を
超
え
、
食
料
や
水
の
問
題
が
深
刻
化
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
全
住
民
を
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
領

ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
島

(
N
o
r
f
o
l
k
I
s
l
a
n
d
)
 

一
八
三
二
年
以
降
、
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ビ
ル

世
界
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
て
い
た
。

ズ

(
A
d
a
m
s
)

の
名
に
由
来
す
る
。
そ
の
後
、

一
八

0
八
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
船
に
よ
り
こ
の
地
に
居
住
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、

一
八
二
九
年
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
は
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

(
J
o
s
h
u
a
 Hill)
が
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
の
支
配
者
と
し
て
君
臨
し
、
専
断
的
な
拘
禁
や
恣
意
的
な
厳
し
い
処

に
移
住
さ
せ
た
。
し
か
し
、
住
み
慣
れ
た
島
を
離
れ
る
こ
と
に
は
反
発
も
強
く
、

に
計
四
三
人
が
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
に
戻
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

一
院
制
で
定
数
七
人
の
評
議
会

(
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
)

が
立
法
と
行
政
を
行
な
う
こ
と
と
な
り
、
多
く
の
法
令

が
作
ら
れ
た
。
評
議
会
の
構
成
員
か
ら
大
統
領

(
P
r
e
s
i
d
e
n
t
)
、
副
大
統
領

(
V
i
c
e
P
r
e
s
i
d
e
n
t
)
、
二
人
の
治
安
判
事
、
大
臣

(
s
e
c
r
e
t
a
r
y
)

が
選
ば
れ

の
の
、
当
時
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
は
無
人
島
で
あ
っ
た
。

関
法

一
号

一
八
六
四
年
に
は
、

一
八
三
八
年
憲
法
が
復
活
し
た
。

一
八
五
九
年
と
一
八
六
三
年

（
一
七
四
）

一
七
六
七
年
の
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
て
居
住
者
が
い
た
痕
跡
は
あ
っ
た
も

一
七
九
0
年
、
イ
ギ
リ
ス
船
バ
ウ
ン
テ
ィ
号
の
乗
組
員
ら
が
反
乱
を
起
こ
し
、
処
罰
を
免
れ
る
た

の
権
限
と
毎
年
の
選
任
を
規
定
し
た
法
律
、
裁
判
所
の
手
続
に
関
す
る
法

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
の
輸
入
、
販
売
及
び
消
費
を
禁
止
す
る
法
律
、
治
安
判
事
の
許
可
な
く
女

一
七
四



な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
領
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン
の
刑
事
司
法

こ
の
命
令
は
、

一
八
九
八
年
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
は
、
現
在
の
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
共
和
国

(
R
e
p
u
b
l
i
c
o
f
 t
h
e
 Fiji 
I
s
l
a
n
d
s
)
 

等
弁
務
官

(
H
i
g
h
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
 for t
h
e
 W
e
s
t
e
r
n
 Pacific) 

一
九

0
四
年
、

の
統
治
下
に
置
か
れ
た
。
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
以
外
の
三
島
も
一
九
〇
二
年
に
統
治
下
に

一
八
九
三
年
の
憲
法
が
廃
止
さ
れ
て
、
新
た
な
憲
法
が
作
ら
れ
、
治
安
判
事
長
官

(
C
h
i
e
f
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)

が
行
政
の
長
と
さ
れ
た
。

治
安
判
事
長
官
は
、
軽
微
事
件
は
単
独
で
、
そ
れ
以
外
の
事
件
は
毎
年
選
出
さ
れ
る
二
人
の
陪
席
判
事

(assessor)

た
。
ま
た
、
陸
上
と
海
洋
の
二
つ
の
委
員
会

(
c
o
m
m
i
t
t
e
e
)

が
規
則

(regulation)

制
定
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、

一
九
四

0
年
に
は
、
包
括
的
な
法
典
で
あ
る
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
諸
規
則

(Pitcairn
I
s
l
a
n
d
 R
e
g
u
l
a
t
i
o
n
s
)
 

一
九
五
二
年
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
の
行
政
権
は
、
西
太
平
洋
総
督
か
ら
フ
ィ
ジ
ー
知
事

(
G
o
v
e
r
n
o
r
)

地
と
な
り
、
国
家
元
首
は
イ
ギ
リ
ス
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
ニ
世

(
Q
u
e
e
n
E
l
i
z
a
b
e
t
h
 II) 

か
ら
フ
ィ
ジ
ー
の
最
高
裁
判
所

(
S
u
p
r
e
m
e
C
o
u
r
t
)
 

(
5
)
 

一
九
七

0
年
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン
命
令

(Pitcairn
O
r
d
e
r
 1
9
7
0
)
 

嶼
評
議
会

と
な
っ
た
。

へ
と
移
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
高
等
弁
務
官
が
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
知
事
を
兼
任
す
る
こ
と
と

一
九
六
四
年
地
方
政
府
令

(
L
o
c
a
l
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 O
r
d
i
n
a
n
c
e
 1
9
6
4
)
 

1
9
6
6
)

を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
知
事
は
行
政
を
担
う
だ
け
で
な
く
、
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
任
期
一
年
、
定
数
一

0
の
島

(
I
s
l
a
n
d
 C
o
u
n
c
i
l
)
 
は
、
規
則

(regulation)

を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
警
察
官
に
よ
り
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
の
成
人
男
性
の
多
く
が
、
長
年
に
わ
た
り
、

と
性
的
関
係
を
有
し
て
い
た
事
実
が
把
握
さ
れ
、
刑
事
裁
判
制
度
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

(
H
i
g
h
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
'
s
 C
o
u
r
t
)
 

ヽ

こ
よ
り

―――

J
-―― 

一
七
五

―
四
歳
未
満
の
児
童

（
一
七
五
）

と
一
九
六
六
年
司
法
令

(Justice
O
r
d
i
n
a
n
c
e
 

一
九
七

0
年
に
フ
ィ
ジ
ー
が
独
立
す
る
と
、

一
九
五
九
年
に
は
、
司
法
権
が
高
等
弁
務
官
裁
判
所

が
作
ら
れ
た
。

下
で
作
ら
れ
た
法
令
は
依
然
有
効
と
さ
れ
た
。

入
っ
た
。

に
移
さ
れ
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
植
民

と
と
も
に
審
理
を
行
な
う
と
さ
れ

の
首
都
ス
ヴ
ァ

(
S
u
v
a
)
 
の
西
太
平
洋
高

一
八
九
三
年
憲
法
の



N
N
D
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド
ル

刑
事
裁
判
は
、

第
五
に
、
慣
習
法
が
あ
る
。

第
四
に
、

三
、
法

(
6
)
 

法
源
と
し
て
、
第
一
に
、

(
7
)
 

m
e
n
t
)
 O
r
d
e
r
 2
0
0
2
)

が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
事
実
上
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
の
憲
法
に
あ
た
る
。

第
二
に
、
知
事
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
令

(
O
r
d
i
n
a
n
c
e
)

及
び
そ
れ
に
よ
り
授
権
さ
れ
た
規
則

(rule
a
n
d
 regulation)

が
あ
る
。

第
三
に
、
島
嶼
評
議
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
規
則
が
あ
る
。

コ
モ
ン
・
ロ
ー

一
九
七

0
年
ピ
ト
ケ
ア
ン
命
令
と
、
そ
れ
を
修
正
し
た
二

0
0
二
年
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン

(
c
o
m
m
o
n
 l
a
w
)
、
衡
平
法

(equity)
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
一
九
八
三
年
一
月
一
日
に
有
効
で
あ
っ
た
制
定
法
の
う
ち
、

ピ
ト
ケ
ア
ン
の
状
況
な
ど
に
照
ら
し
て
適
当
な
制
定
法
が
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
検
事
総
長

(
A
t
t
o
r
n
e
y
G
e
n
e
r
a
l
)
 

治
安
判
事

(Island
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
)
 

に
あ
た
る
法
勧
告
官

(
L
e
g
a
l
A
d
v
i
s
e
r
)
 

(
8
)
 

に
つ
い
て
は
、
資
格
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
島
嶼
治
安
判
事
は
、
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
。

四
、
刑
事
裁
判
制
度

(
9
)
 

一
九
六
六
年
司
法
令
を
は
じ
め
と
す
る
法
令
上
、
原
則
と
し
て
、
三
審
制
と
さ
れ
て
い
た
。

通
常
第
一
審
と
さ
れ
る
の
が
、
島
嶼
裁
判
所

(Island
C
o
u
r
t
)
 

関
法
第
五
七
巻

(
N
N
D
)
 
（
約
四
、

0
0
0
円。

状

況

一
号

の
犯
罪
に
関
わ
る
事
件

で
あ
る
。
島
嶼
治
安
判
事
と
陪
席
治
安
判
事
で
構
成
さ
れ
る
。
法
定
刑
が
五
〇

-
N
N
D
八
0
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
以
下
の
罰
金
刑

(fine)

に
つ
い
て
は
、
島
嶼
治
安
判
事
だ
け
で
審
理
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
陪
席
治
安
判
事
と
の
合
議
制
が
採
ら
れ
る
。
合
議
制
と
さ
れ
る

場
合
も
、
量
刑
は
島
嶼
治
安
判
事
だ
け
で
判
断
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
も
、

1
0
0
日
を
超
え
る
拘
禁
刑

(
i
m
p
r
i
s
o
n
m
e
n
t
)

又
は
二
五

0

（
約
二

0
、
0
0
0
円
）
を
超
え
る
罰
金
刑
を
宣
告
す
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
許
さ
れ
な
い
。
但
し
、
知
事
は
、
宣
告
刑
の
限
度
を
個
別
の
事

の
任
命
要
件
に
つ
い
て
は
規
定
が
あ
る
が
、
島
嶼

（
修
正
）
命
令

(Pitcairn
(
A
m
e
n
d
-

一
七
六

（
一
七
六
）



イ
ギ
リ
ス
領
ピ
ト
ケ
ア
ン
の
刑
事
司
法

五

、

刑

事

法

裁
判
所
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

（
修
正
）
命
令
が
作
ら
れ
る
と
と
も
に
、

め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

原
則
と
し
て
、
上
級
裁
判
所
が
終
審
と
な
る
が
、

(
S
u
b
o
r
d
i
n
a
t
e
 C
o
u
r
t
)
 

で
あ
る
。
最
高
裁
判
所
の
管
轄
は
、

命
さ
れ
る
。

で
あ
る
。
下
級
裁
判
所
の
管
轄
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
治
安
判
事
裁
判
所

(
M
a
g
i
s
t
r
a
t
e
s
'
C
o
u
r
t
)

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
)
 

下
級
裁
判
所
と
上
級
裁
判
所
は
、
知
事
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
、
。
ビ
ト
ケ
ア
ン
で
は
、
重
大
な
犯
罪
の
発
生
が
問

題
と
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
下
級
裁
判
所
も
上
級
裁
判
所
も
創
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ピ
ト
ケ
ア
ン

が
制
定
さ
れ
、
裁
判
所
の
創
設
と
手
続
規
定
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン
島
に
上
級
裁
判
所
が
創
設
さ
れ
た
。
判
事
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
人
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、
新
た
に
、
上
級
裁
判
所
の
上
訴
審
を
上
訴
裁
判
所

(
C
o
u
r
t
o
f
 A
p
p
e
a
l
)

が
行
な
う
も
の
と
さ
れ
た
。
上
訴

(
A
u
c
k
l
a
n
d
)
 

一
九
九
九
年
の
事
件
で
問
題
と
な
っ
た
一
四
歳
未
満
の
児
童
と
の
性
的
関
係
を
有
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
と
さ
れ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
一
九
八
三
年
一
月
一
日
に
有
効
で
あ
っ
た
制
定
法
、
知
事
に
よ
っ
て
公
布
さ
れ
た
令
、
島
嶼
評
議
会
に
よ
り
制
定
さ
れ
た
規
則
が
刑

(11) 

事
法
の
法
源
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

件
ご
と
に
例
外
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
枢
密
院
司
法
委
員
会

(Judicial
C
o
m
m
i
t
t
e
e
 of P
r
i
v
y
 C
o
u
n
c
i
l
)
 

一
九
九
九
年
の
事
件
発
覚
を
受
け
て
、
二

0
0
二
年

(10) 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
、
二

0
0
二
年
ピ
ト
ケ
ア
ン
公
判
法

(Pitcairn
Trials A
c
t
 2
0
0
2
)
 

の
パ
パ
ク
ラ
地
区

(
P
a
p
a
k
u
r
a
)

一
七
七

に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
一
七
七
）

へ
の
上
訴
が
認

ま
た
、
島
嶼
裁
判
所
は
、
不
自
然
な
死
亡
や
、
財
産
が
損
害
を
被
っ
た
り
、
損
壊
さ
れ
た
り
し
た
火
災
に
つ
い
て
調
査
す
る
権
限
を
有
す
る
。

島
嶼
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
、
島
嶼
裁
判
所
の
管
轄
外
の
事
件
の
う
ち
、
中
程
度
の
重
大
性
の
事
件
の
第
一
審
を
行
な
う
の
が
、
下
級
裁
判
所

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

下
級
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
島
嶼
裁
判
所
の
管
轄
外
の
事
件
の
う
ち
、
重
大
事
件
の
第
一
審
を
行
な
う
の
が
、
上
級
裁
判
所

(
S
u
p
r
e
m
e
C
o
u
r
t
)
 

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
判
事
は
知
事
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て
任



(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

き
な
く
な
る
可
能
性
が
高
い
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
起
訴
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
同
様
、
原
則
と
し
て
、
警
察
官

(police
officer) 
に
よ
り
、
女
王

(
Q
u
e
e
n
)

（
一
七
八
）

一
九
九
九
年
の
事
件
発
覚
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
数
々
の
難
問
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
に
、
処
罰
の
必
要
性
や
可
罰
性
が
問
題
と

な
っ
た
。
法
令
上
、

―
四
歳
未
満
の
児
童
と
の
性
的
関
係
を
有
す
る
こ
と
が
犯
罪
に
当
た
る
と
し
て
も
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
の
性
風
俗
と
し
て
定
着
し
て
き
た

と
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
手
続
上
の
問
題
が
生
じ
た
。
処
罰
を
目
指
し
て
訴
追
す
る
と
し
て
も
、
管
轄
を
有
す
る
裁
判
所
が
創
設
さ
れ
て
お
ら

ず
、
裁
判
所
の
創
設
や
手
続
規
定
の
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン
が
地
理
的
に
孤
立
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
こ
に
裁
判

所
を
創
設
す
る
か
を
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。
第
三
に
、
住
民
の
生
活
基
盤
の
維
持
が
問
題
と
な
る
。
成
人
男
性
の
大
半
が
訴
追
さ
れ
、

拘
禁
刑
に
服
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
労
働
力
が
大
幅
に
減
少
し
、
大
型
船
舶
か
ら
の
荷
降
ろ
し
な
ど
が
困
難
と
な
り
、
住
民
の
生
活
基
盤
が
維
持
で

結
局
、
ピ
ト
ケ
ア
ン
島
の
男
性
労
働
人
口
の
約
半
数
に
あ
た
る
六
人
の
男
性
と
島
外
の
一
人
の
男
性
が
三

0
年
以
上
に
わ
た
る
強
姦

(rape)

及
び
強

(12) 

制
わ
い
せ
つ

(
i
n
d
e
c
e
n
t
assault)

な
ど
一
三
の
訴
因
で
起
訴
さ
れ
た
。
弁
護
側
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
令
が
ピ
ト
ケ
ア
ン
に
は
適
用
さ
れ
な
い
と

(13) 

主
張
し
た
も
の
の
、
二

0
0
四
年
二
月
、
上
級
裁
判
所
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
法
令
が
。
ヒ
ト
ケ
ア
ン
に
適
用
さ
れ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
判
断
は
、

(14) 

二
0
0
四
年
七
月
、
上
訴
裁
判
所
で
も
維
持
さ
れ
た
。
ま
た
、
枢
密
院
司
法
委
員
会
は
、
さ
ら
な
る
上
訴
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二

0
0

四
年
一

0
月
、
上
級
裁
判
所
で
有
罪
認
定
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
、
住
民
で
あ
る
六
人
に
対
し
て
、
六
年
の
拘
禁
刑
、
五
年
の
拘
禁
刑
、
三
年
の
拘
禁
刑
、

在
宅
拘
禁

(
h
o
m
e
d
e
t
e
n
t
i
o
n
)
 
に
よ
る
二
年
の
拘
禁
刑
、
二
人
に
一

0
0
時
間
の
社
会
奉
仕
命
令

(
c
o
m
m
u
n
i
t
y
s
e
r
v
i
c
e
 o
r
d
e
r
)

が
科
さ
れ
た
。
こ

れ
を
不
服
と
し
た
六
人
は
、
上
訴
裁
判
所
に
上
訴
し
た
が
、
二

0
0
六
年
三
月
、
上
訴
裁
判
所
は
こ
れ
を
棄
却
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
不
服
と
し
た
六
人

(15) 

は
、
枢
密
院
司
法
委
員
会
に
上
訴
し
た
が
、
二

0
0
六
年
一

0
月
、
枢
密
院
司
法
委
員
会
は
、
こ
れ
を
棄
却
し
、
判
決
が
確
定
し
た
。

拙
稿
「
ト
ン
ガ
王
国
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
六
巻
四
号
（
二

0
0
六
）
七
五
頁
以
下
、
七
八
ー
七
九
頁
。

http:/ ＼ paclii.org. v
u
 ¥
．
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
は
、

http:/＼
 w
w
w
.
p
a
c
l
i
i
.
o
r
g
 ¥．
 

最
新
の
数
値
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
中
央
捜
査
局

(
C
e
n
t
r
a
l
Intelligence 
A
g
e
n
c
y
 ;
 C
I
A
)
 

関
法
第
五
七
巻

一
号

の
世
界
の
現
状
資
料

(
T
h
e
W
o
r
l
d
 

の
名
の
下
に
行
な
わ
れ
る
。

一
七
八



Factbook)
旦
ヨ
t-0°http://www.cia.gov/

cia/ publications/ fact b
o
o
k
/
 geos/ pc.html. 

(-tj<)
澁
~
-
v
筵

'Srivastava,
D. K., 
Pitcairn Island, 

In: 
N
t
u
m
y
,
 M
.
A
.
 (General Ed.), 

South Pacific I~L
ands L
e
g
a
l
 Systems (Uni-

versity of H
a
w
a
i
i
 Press, 
1993), 
pp. 
252, 
252-257; 

缶
瞑
苔
匿
『
詈
褪
之
心
入
I卜
←
一
D如
Q
桜
怜
亙
心
心
ー
一
゜
凶
←
ふ
卜
入
恕
陸
』
（
怪
ヨ
網

蜻
Ill迫
'
1
兵
妥
<
)

1
-~

 回
賦゚

(Li')) 
SI 1970/1434. 

('°) 
rllii
⇒
v
竺
Srivastava,

supra note 4, 
at 254-255. 

（じ）
SI 2002/2638. 

(oo) 
Srivastava, supra note 4, 

at 
267. 

(Ol)
裳
~
-
v
竺

Srivastava,
supra note 4, 

at 
257-258, 260-261. 

ぼ）
2002 N
o
.
 83 (NZ). 

（二）
Srivastava, supra note 4, 

at 
259. 

(~
) 

1
剖
Q
葉
惹
旦
0
~
\
J
唄-~〈
心
--4)Q
刈
⇒
戸
Wright,
F. 
et 
al., 
T
h
e
 Pitcairn Trials A

c
t
 2003 (NZ), O

r
d
i
n
a
n
c
e
 6
 of 2004 (PIT), 

a
n
d
 the B
o
u
n
t
y
 of the Mutiny, 21 N

e
w
 Z
e
a
l
a
n
d
 Universities L

a
w
 R
e
v
i
e
w
 486 (2005), 486-487. 

ほ）
Q
u
e
e
n
 v
 7
 Na
m
e
d
 A
c
c
u
s
e
d
 
[2004] 
P
N
S
C
 1
 (19 April 2004) a

n
d
 
[April 2005]; 

S
C
 1-7/2004. 

（コ）
Q
u
e
e
n
 v
 7
 Na
m
e
d
 A
c
c
u
s
e
d
 [2004] 
P
N
C
A
 1
 (5 
A
u
g
u
s
t
 2004); 
C
A
 1-7/2004. 

ぼ）
Christian 

a
n
d
 O
r
s
 
v
 T
h
e
 Q
u
e
e
n
 
[2006] 
P
N
P
C
 1; 
[2006] 
U
K
P
C
 47 
(30 
O
c
t
o
b
e
r
 
2006); 
Privy 
Council 
A
p
p
e
a
l
 
N
o
 

109/2005 (UK). 

""°*"'.:'K
礫
°
凶
土
ふ
ド
＼
〇
茎
詈
宜
走

I
や
兵
(1
ギ
兵
）


